
長寿命形水道用鋼管
（１００年鋼管を目ざして）
Long-life Coated Steel Pipes for Water Service
（Progress to the１００years life steel pipes）

１ はじめに
近年アセットマネジメントの観点から、水道用管

材料の耐用年数の長期化に対する需要家の要求が著
しく高まっています。また、水道事業体の管路更新
率は毎年１％程度で推移していることから、更新に
よって布設する新規の管路の耐用年数は１００年以上
が必要とされています。そこで、日鉄住金パイプラ
イン＆エンジニアリング（株）（以下、当社と称す）
は、日本水道鋼管協会（WSP）の長寿命化研究委員
会の一員として、水道用鋼管の内外面塗覆装の長寿
命化について試験検討を行い、期待耐用年数１００年
を有する“長寿命形水道用鋼管”を開発し、現場溶接
部の長寿命形塗装工事も含めて長寿命形水道用鋼管

を供給できるようになりました。

図１ 長寿命形水道用鋼管（新日鐵住
金（株）で製造）

本鋼管は、従
来形の水道鋼管
と同様に鋼管と
内面無溶剤形エ
ポキシ樹脂塗装
及び外面プラス
チック被覆から
構成されていま
すが、内外面の
塗覆装が長寿命形防食仕様となっています。長寿命
形塗覆装鋼管は新日鐵住金（株）で製造し、現場にお
ける長寿命形内外面塗覆装は当社が実施することに
よって管路全体としての長寿命化を図ります。

２ 長寿命形水道鋼管の塗覆装仕様

図２ １００年鋼管の防食対象箇所別の防食仕様
【関連規格】JWWA K１５１、JWWA K１５２、JWWA K１５３、JWWA K１５７、JIS G ３４４３－１～４、WSP０７５－２０１２
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図３ 内面塗装鋼材の寿命概念図

図４ 温度勾配試験状態の概要図

図５ 温度勾配試験結果の例［２０℃・５０℃２）］

図６ 外面プラスチック被覆の劣化要因

被覆材料 ポリウレタン ポリエチレン

透過係数
（×１０－１６mol・m/m２s・Pa）

O２ ３．８３（３０℃） ４．４２（３０℃）
H２O ８４８７（６０℃） １８０～２５９（３８℃）

項目 膜厚
ポリウレタン被覆 ポリエチレン被覆

測定温度
１５℃ ３０℃ １５℃ ３０℃

推定
寿命
（年）

０．３mm厚 １４３ ６５ １１５ ５６
０．５mm厚 ２３９ １０８ １９１ ９４
１．０mm厚 ４７７ ２１６ ３８３ １８７

表１ 各種高分子物質の透過係数

表２ プラスチック被覆の推定寿命

３ 技術概要
⑴ 内面塗装の長寿命化と必要塗膜厚さ

水道用鋼管内面塗装の寿命は、鋼管内部を流れ
る水質（赤水）を考慮して、ブリスターが破壊し鋼
材の腐食が始まる以前とし，余裕をみて劣化進行
期間の中間地点（ブリスター発生率５０％（面積比））
を寿命（１００年）と設定しました。期待耐用年数１００
年に必要な塗膜厚さは、塗膜の耐水透過性を調べ
る温度勾配試験（図４）と定温の水の浸透を調べる
湿潤試験の結果から、膜厚別のブリスター発生率
（％）と時間（日）の関係（図５）を調べ、安全率を考
慮して工場機械塗装で０．６mm以上、現場手塗り
塗装は１．０mm以上としました（JWWA K１５７参
照）。

⑵ 外面プラスチック被覆の長寿命化と必要塗膜厚さ
水道用鋼管の外面プラスチック被覆の寿命は、
劣化要因（図６）別に試験を行い推定しました。①
の水分・酸素透過による鋼面腐食は酸素透過が律
速となるので（表１）、酸素透過係数を測定し、鋼
面の腐食量から推定寿命を求めました（表２）。
表２より、外面のプラスチック被覆（ポリウレ

タン、ポリエチレン）の期待耐用年数１００年に必要
な厚さは防食上０．５mmですが、これに耐衝撃性
を考慮し１．５mm以上としました（JIS G３４４３-３
参照）。

４ おわりに
当社の長寿命形水道鋼管を普及させ、老朽化した
水道管路の更新の促進に貢献していく予定です。

お問い合わせ先
日鉄住金パイプライン＆エンジニアリング（株）
水道部 水道営業室

TEL（０３）６８６５―６０３７

商品紹介：長寿命形水道用鋼管（１００年鋼管を目ざして）

９０


